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〔論文審査の要旨〕 

本研究は、東アジアの経済統合(ASEAN＋3)構想において、経済力を持つ台湾をどのような形で

受け入れることができるかどうかを検証するとともに、台湾の存在意義を明らかにしようとす

るものである。具体的には、一方で、ASEAN 諸国は増大する中国の投資を受け入れながら、他

方で、域内において外交関係がなく、政治的には孤立した台湾の経済活動をどう受け入れるべ

きかを迫られている点を検討している。本論文の構成は、序章、第 2章で、研究の目的、方法

論、分析枠組み、先行研究の分析を行い、第 3章で、東アジア共同体の構想の原点である EAEC

創設の動きから、チェンマイ・イニシャティブに始まる ASEAN＋３構想への動きを把握しなが

ら、東アジアのリージョナリズムについて概観している。第 4章では、統合の核としての経済

的連携ついてとりあげ、ASEAN、中国、そして台湾の間の経済的相互依存関係について分析し

ている。第 5章では、中台関係、とくに中国による台湾の孤立政策を検討した。さらに第 6章

では、中国の ASEAN に対する影響力の増加、それに対抗して貿易協定締結の動きを強める台湾

の可能性が検討されている。 

結論として、台湾にとって、ASEAN は外交のための梃子にはならないが、そのスペースを獲得

することは可能であることを指摘した。中国は台湾問題で ASEAN に直接影響力を行使している

にもかかわらず、台湾が民主化した地域としての正当性を有している点で、ASEAN に受け入れ

られている点も指摘した。また、東アジア地域の諸政府は実用主義的な統合を目標としており、

相互に緊密な関係というより、各自の目標を達成するための戦術的統合を目指しており、ASEAN

は台湾という得意先を拒否しないのみならず、中国からの経済的恩恵を放棄することもないこ

とを論じている。そして、最近のシンガポールとの FTA や、日台漁業協定の締結、ニュージー

ランドとの経済連携協定締結の動きを、中国による台湾孤立政策に対する突破口の可能性とし

て挙げている。質疑応答においては、前回の予備審査で指摘された問題点がどのように改善さ

れたか質問がなされたが、報告者は、具体的に説明するとともに、審査委員の個別の質問にも

それぞれ的確に答えた。 


